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（５）研究成果の概要 
シアノバクテリアの光センサータンパク質である RcaE の GAF ドメインには、発色団としてフィコシア

ノビリンが結合しており、異なる波長の光吸収に応じて RcaE は、緑色光吸収型（Pg 型）と赤色光吸収型

（Pr 型）の２つの別々の構造をとる。我々は蛋白研で行った Pg 型の NMR 測定の結果から、 脱プロトン

化して NH2 となった Lys261 の側鎖は、その不対電子が水素結合のアクセプターとなり、発色団 PCB の D

環の NH の水素がドナーとなるような、新奇な水素結合を形成していることを明らかにした（タンパク質

における、世界初の塩基性アミノ酸の側鎖が「アクセプター」となる水素結合の同定である）。測定では

HNN-COSY を LysNH2-HN 水素結合に適用できるように最適化を行い、LysNH2-HN 水素結合の形成によっ

て生じるスピン結合による NMR 信号を観測した。交差ピークの強度からスピン結合定数 h2JNNは、3 Hz 程

度、強度変調実験からは 2.5 Hz 程度と、その大きさを決定した（Proc Natl Acad Sci U S A. 2024 121 (36) 

e2404472121）。LysNH2-HN 水素結合の同定は、タンパク質におけるリシン側鎖の役割りの再考を促すとい

う点からも極めて重要な知見といえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


